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呉研人『恨海』における内面引用の形式  

中里見 敬  

0．はじめに   

中国の古典小説は、文言小説か白話小説かという文体のちがいにかかわ  

らず、作中人物の行動や発話を再現することによって物語内容を展開させ  

るのが基本的な語りの方法であった。それに対して、五四文学革命以降の  

′ト説が、程度の差こそあれ、ことばによって人間の内面を構築しようとし  

ていることは、近代′ト説の重要な特徴の一つと見なすことができるだろう。  

内なる思考の引用・再現、すなわち内面の発見は、洋の東西を問わず、文  

学における近代性の指標として意味をもつものと考えられる。   

しかし、そのような普遍的な意味での近代性が、個別の言語や文化のコ  

ンテクストにおいて獲得されるには、複雑な歴史的要因が作用している。  

中国における小説の近代化という問題に限ってみても、西洋の（あるいは  

日本経由の西洋的な）文学作品や理論・思想の衝撃に対する反応ととらえ  

るだけでは、中国の内在的なコンテクストにおける展開と葛藤の諸相を壕  

小化してしまうことにつながるかもしれない。   

本稿の考察対象である呉研人『恨海』（1906）はいくつかの点で、現代小  

説の萌芽としての評価を得ている＊1。しかし、そのテクスト自体は、白話  

文という文体からみても、語りの形式からみても、伝統的な白話小説の形  

式を基本としている。したがって、本稿の目的は、呉研人『恨海』におけ  

る内面引用の言語形式を分析することをとおして、中国の伝統的な小説の  

■1花伯群主編『中国近現代通俗文学史』（南京：江蘇教育出版社，2000）は、『恨   
海』を「社会言情小説」の萌芽として評価し、次のように述べる。  
庚子事件旦然是作力小説的一十大的吋代背景而展牙的，但却威力小説的主  
題之一。小説植原史事件敵入到男女私情的描写中，拓展丁写情小説的内在  
含量，也力侍銃的オ子佳人小説帯了新約虜素。迭是臭研人対写情小説友展  
的一大頁献。［……】  

在乞木手法上，臭研人也作了相当的探索。他者干兼采中西之悦，融会  
貫通，推降出新，推功了古典小説向現代小説的友展。就く恨海》而言．小  
説在心理描写与培拘設計上校之其他小説有著明量的速歩。仇心理描写来  
者．整サー部〈恨海》 以主要的篇幅来弓弦棟学的内心世界在外界刺激下的  
一歩歩的演交，写出丁地的痛苦、地的浄軋、地的覚醒，坐坐入相，合情合  
理。大量精彩的心理描写和夢境描写，対人物心理柁掘所迭到的深度，在当  
吋的小説家中是竿有其匹的。（pp．268－269）  

LinguisticScience，No．39（2004），pp．1－24   
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文体である白話小説が、どのようにして近代的な内面表現を獲得しようと  

したのかを、文体論的にさぐることにある。  

1．内面引用の主体   

『恨海』は、1900 年の義和団による北京・天津の占領、およびそれに  

続く列強八カ国連合軍との戦闘と、連合軍による北京占領を背景として、  

北京から上海へ避難しようとする陳伯和と張棟華の二人の男女を中心と  

する物語である。   

『恨海』は1906年広智書局刊行の初版本の封面に「芳情小説／恨海／  

廣智書局刊行」と題されるように、「写情′ト説」という看板を掲げている。  

また、第一回の冒頭に語り手が「写情」の意義を長々と解説して、従来の  

小説とはちがうものであることを強調している。『恨海』に大量の内面描  

写が現れることは、「情」を重視しようとする作者の意図とかかわること  

は容易に推測できる。作者が従来の小説とは異なる新たな写情′ト説を書こ  

うとしたとき、とりわけ作中人物の内面の再現を重視しようとしたとき、  

どのような言語形式と文体が採用されたのであろうか。   

『恨海』は章回体の小説としては短い十回という長さの中に、大量の内  

面引用を行っている。本稿では内面の思考を再現したひとまとまりのシー  

クエンスを一回と数えることとし、長短様々な 46例の内面引用を抽出し  

て、そのすべてを本稿末尾に番号を付して掲載した。以下に用いる1から  

46の番号は、附録の引用例と対応している。   

まず、内面描写の対象となる人物について検討する。以下のように、女  

性主人公である棟華が、回数・分量とも圧倒的に多く、棟華の内的な心理  

を描くことにこの小説の重点がおかれていることが明らかである。  

張棟華（30回）1，2，3，4，5，6，12，13，14，15，16，17，18，19，20，21，22，  

23，24，25，26，35，  

36，37，38，39，40，4l，43，44  

陳伯和（11回） 7，8，9，10，11，28，29，30，31，32，33  

李富 （1回） 27  

陳仲藷（3回） 34，45，46  

張鶴亭（1回） 42  

棟華に対する内面引用の頻度の多さだけでなく▲、その引用の質を明らか   
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にするために、人称代名詞「我」の使用状況を見ておく。以下に太字で記  

した数字は、一人称代名詞「我」が棟華を指す用例である。一つの引用例  

中に「我」が複数用いられる場合には、二回目以降の回数を＋で示した。  

例えば、「我1＋」とあれば、用例（l）において「我」が二度用いられ、い  

ずれも棟華を指すことを示す。  

我  1＋，2＋＋，3＋＋，5，6，1l，13＋＋＋＋＋＋，18，21＋，22＋＋＋＋＋，24，  

28，32，33＋，36＋＋，37，38＋＋，39，40十，41＋＋，42，44＋＋，45，  

46＋  

我林学 40  

我自己 13  

我イr】   2，15＋＋＋＋，20，27，35  

上の表からわかるように、内面の引用において現れる「我」は、圧倒的に  

棟華の内面描写の場面に多く用いられている。一方、伯和に対して「我」  

が用いられるのは（11）、（28）、（32）、（33）の計4回、のべ5例と、全部で11  

回見られる内面描写の半分にも満たない。   

以下の例が示すように、伯和に対する内面引用は、質、量ともに断片的  

なものにすぎない。  

面去了，  

も う先へ行って しまった‡のではないだろ  ひそかに思った  （伯和は）   

うか。  

；莫非他椚己姪上了火事了？  む中暗暗親書  9．  

。彼らはも う汽車に乗ったのでは  心中ひそかによろこんだ  （伯和は）  

ないだろ うか。  

それに対して、棟華の内面引用は断片的なものもないわけではないが、内  

面の思考が連続して長大なシークエンスを形成することが多い。  

3．標準述只低着共坐在坑沿上，自民催了凡次，方オ盈起腱到坑上和  

：我若是不睡，便達母来也累得不能睡了。只是  じ、中暗想   衣崩下，  

埠嫌疑之除，舎人十分碓辻。偶是先成了来再同走倒也署丁，此刻  

被礼法所限，連他的病体如何也不能寮口同一声，倒累他体貼我起  

来。我若是不睡，畠不是幸負了他一蚤好意？   
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責，脚建起来？  ，未免如苦在背，凡次要  到送里   

坐起来，又伯累得伯和不安，只得勉強覇者。  

心中ひそかに思った  棟草iユ‥‥‥   も し私が眠らなければ、お母さ ま ま  

それにして も（一本婚の夫と  で疲れて眠れな く なって し王 う  床した  

と）疑われることは、本妻＝二つらいことだわ。も し先に結婚してから  

いっし上に逃げるのなら、かえってそのほうがいいわ。いま礼儀作法 

にしばられて、彼の病状がどうかさえ直凄き く こ とができず、かえっ   

て私のことを気づかわせて彼を疲れさせて しまった。も し私が眠らな  

ければ、彼の好意にそむいてしまうことになるではありません叶。回  

王だ結婚していない許琢の夫婦が、どう して同じベッド  らに思った  

でいっ し上に集ろことができるでしょ うか。  そこまで考えると  ＝＝＝」・・＝ ＝弼  

「心中暗想」という伝達部によって開始される内面引用は、途中で「又想  

到」という伝達部をはさんで、伝達終了のマーカーとなる「想到送呈」の  

前まで長々と続くのである。  

2．内面引用の形式  

2．1．伝達部の形式   

すでに引用した例からわかるように、内面の引用は、伝達動詞を含む伝  

達部（「暗想」、「心中暗暗歌書」、「心中暗想」、「又想到」など）に導かれ  

た被伝達部に現れる。ただし、セリフの引用である直接話法の場合は、動  

詞「逆」が伝達動詞として引用のマーカーとしての機能をはたすのに対し  

て、内面の思考を引用する場合には、「道」が用いられることはまれであ  

る。『恨海』では例（44）に見られる、「忽然又回想道」の1例にすぎない。   

伝達動詞ごとに、副詞を含む伝達部を整理して示すと、以下のようにな  

る。（配列は動詞のピンイン順。例えば、「打算」は計2回伝達動詞として  

用いられ、例（23）と例（12）に現れる。）  

吃慣（1）  

暗吃一億  

打算（2）  

●2訳文は内面引用の部分を中心とし、引用全体を訳出しないこともある。以下  

同じ。   
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只打算  

心中打算  

荷祝（1）  

又暗暗祷祝  36  

憺龍（1）  

心里是憺近着伯和 25  

怪（2）  

忽然又怪  13  

又佳肴  39  

親書（1）  

心中暗暗親書  9  

悔恨（1）  

又悔恨  15  

回想（1）  

忽然又回想道  44  

恐伯（1）  

恐伯  

念（7）  

獣念  

又念  

又獣念到  

念着  

23，24，36  

15   

33   

33  

心中只念着伯和   26  

思量（1）  

思量  

想（45）  

想  

暗想  

34  

17  

2，4，5，7，8，16，17，19，20，21，22，28，30，32，  

35，37，38，40，41＋，42，43，45，46   

3，27，41  

31   

13  

心中暗想  

＿頼    Jlユlヽ  

又想  

暗暗垂掴，想♯3   39  

●3 北方文芸本は、「暗暗垂洞，暗想」に作る。   
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想起  

忽然想起  

忽又想起  

猛可想起  

猛然想起  

又想起  

想着  

想念（1）  

想念  

尋思（l）  

寺思  

以力（2）  

以力  

15，23，37  

15  

13，14，15，24  

22  

7   

14，15，22  

13  

19  

12  

10十  

「吃憤」（おどろく）、「祷祝」（いのる）、「惜i己」（心配する）、「怪」（うらむ、  

とがめろ）といった感情表現をともなう動詞が多くならぶ。しかし、用い  

られる頻度が最も多いのは、「想」（おもう）の45例と、「念」（気にかける、  

おもう）の7例である。動詞「想」と「念」、およびその複合動詞である「想  

念」は、目的語の位置に来る人物のことを思い、気にかけるという意味は  

あるものの、他の動詞に比べると感情的な色彩がうすく、もっぱら後続の  

内面引用を導く伝達動詞の機能をはたしていると見なすことができる。   

感情表現をともなう動詞に対して、それの稀薄な動詞「打算」、「回想」、  

「念」、「思量」、「寺思」、「想」、「想念」、「以力」を出現頻度で比べてみる  

と、前者の8例に対して、後者は60例と圧倒的な多数になっている。   

ところで、被伝達部が主語・述語を備えた完全な節（クローズ，Clause）  

を形成せず、フレーズ（phrase）にとどまるとき、そのフレーズは伝達動詞  

の支配下にある目的語であると感じられるために、作中人物の思考ではな  

くて、地の文における語り手による語りだと感じられる（二重下線部）。  

白和到底不知窓  

。いったいどう していろだろうか。  丸にかけていた  伯和のこ と を   

13b・匡司：  和到底不知  

他面はいったいどう しているだろ うか、  と思った   
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例（13）の場合、（13a）のように「伯和」を動詞の目的語と見なし、「到底」  

以下を内面思考の引用だと解釈すれば、「想着伯和」までは地の文で、「到  

底不知怒祥T」が伝達部を欠いた自由直接話法であるように感じられる。  

一方、（13b）のように「伯和到底不知忠梓了」というクローズ全体を、伝  

達動詞「想着」に対する一つのまとまった従属節と見なして、従属節全体  

を内面思考の引用だと解釈することも十分に可能なのである。  

19．棟準祈母来説好点了，自是放心。国力昨夜通宵不凍，党得倦了，   

便在自民男弄睡下，一心一意去匡亘』盈，不知他今夜又宿在那  

里？迭等乱寓之岬抵天  
温？…… 邪心中忽喜忽悲，説不尽的心事。  

案じた  。彼は今1已ど∵ニに泊まっているだろ  ……一心 に伯和のこ と を  

うか。このよ う な争乱別辞の際に、強盗にでもあっていなし、だろ うか  

に大津に  いただろ うか。   も う鼻  

この例は、現行の標点本によれば、「伯和」の直後に読点「，」がおかれ  

るために従属節を作らず、「伯和」は動詞の目的語だと見なされる。そし  

て「不知」で始まる独立した文（センテンス，SentenCe）以降が、自由直接話  

法による棟華の思考の引用だと判断される。しかし、現行の標点本におけ  

る標点符号は、あくまで編者が付したものであって、複数の通行本におけ  

る標点符号の差異は相当に大きい。標点符号という制度自体が、『恨海』  

刊行時にはいまだ十分に確立されておらず、きわめて不安定であったとい  

う事情をふまえれば、伝達動詞の支配範囲が唆昧であるという中国語の性  

質自体が問題であることが理解できるだろう。   

以下の三つの例は、いずれも伝達動詞の目的語（「伯和」、「不能逸去」、  

「逃確約吋候」）が完全なクローズを形成しないために、伝達動詞の支配  

範囲がいったん完結してしまう印象を与える。その結果、それ以下の部分  

における作中人物の思考の引用は、伝達動詞から独立した自由直接話法の  

形式となっている。  

26．説署，便坐近自民身辺，軽抒玉腕，代力捧腿，ト心中只念着瞳盈：  
巣他述在天津，此吋正是生死存亡的夫共，不知可脱得丁迭↑  

盈？万分悲苦，却又塀不出来；対着母来，又不敢巽，那眼洞只  

得向肛子里漆。  

ぱかり案じていた  。も し扱がまだ大津に   心の中では  匂ゎのこ と  
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いたとしたら、いまこそまさに生え存亡の細ら塾  

こ とはいったいできただろ うか。  れろ  

翻速了各箱笈，捜剖起来，只剰了十来南限子，直垂不能直皇。  
析得安粛具没有拳匪，瀬来  

34．  

定了主意  

。妥粛県には義和団がいを  と思った   こ とlユでき ない  …・‥速く  へ行く  

いそうだが、あの県の官僚の阜灼然瑚＝∴た県知  

せる こ とに  の と こ ろへ  であり、長  の気の合う仲  だから  

そ う考えが決まるヒ  しよ う。  

直垂桓薙的社風郡身子能像今天送辞軽罪し．．瀧御夙而行・又鳳  

至在路上耽掬。  

37．  

が今日のよ う に軽々 と飛ぶこ  思いだした  遭難したと  きのこ と を  

羊ができ、凰を押して行くことができれは、途中で連れることも．．なか  

ったのに。   

こうした現象は、申丹が指摘するように、中国語における従属節意識の  

弱さに由来すると解釈することもできる＊4。西洋諸語と比べて、中国語で  

は話法の従属節に形式的な制約がほとんど存在しないために、被伝達部が  

独立性をもちやすいのである。上に挙げた例では、二重下線部までは伝達  

動詞の支配を受けると考えられるが、それ以下の部分は伝達動詞から独立  

した自由直接話法のようなかたちとなっている。   

伝達部に関してもう一つ指摘しておくべきことは、伝達動詞と相性のよ  

い副詞がかなり固定的に用いられる傾向がある点である。「暗想」の「暗」  

や、「黙念」の「黙」などであり、いずれも声に出さずに心中で思うこと  

を示している。また、地の文から人物の内面への転換を、「忽然」、「猛然」  

といった副詞で示す例がある。さらにいくつもの内面引用が連続する場合  

には、「又」のような副詞が用いられることが多い。  

・4 申丹『叙述学与小説文休学研究』（北京：北京大学出版社，1998）pp．362－363   
参照。人称や時制による動詞の形態変化がないこと、主語が省略されがちな   
こと、英語の“that”に相当する関係詞を必要としないこと、英語などのよう   
に被伝達部の最初を大文字で書く必要がないことなどによって、中国語の話   

法においては主節と従属節の区別はほとんど意識されない。   
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2．2．被伝達部の形式   

前節では、被伝達部が作中人物の思考の引用であることは、伝達動詞に  

よって示されることが多く、また思考の終わりを示すマーカーとなる「想  

到注里」のような表現も見られることを確認した。   

しかし、伝達動詞がない自由直接話法の形式や、引用の終わりを示す目  

印がない場合でも、読者がその部分が作中人物の内面引用であることを読  

み取ることはそれほど困難ではない。なぜなら、主としてモダリティを表  

す諸によって、地の文とは明らかに異なる作中人物の声を感じることがで  

きるからである。   

本節では、『恨海』における内面引用から、作中人物の声を感じさせる  

ような要素にはどのようなものがあるかを考えてみる。  

2．2．1．一人称代名詞   

一人称の指示代名詞は、地の文に現れたときには語り手を指すが、内面  

引用の場面では内面の主体である作中人物自身を指すことになる。したが  

って、一人称代名詞は、地の文と内面引用を区別する明確な指標となりう  

るが、同時に中国語では主語が省略されることがきわめて一般的におこる  

ので、主語の人称がつねには明らかでない点に注意が必要である。  

我  1＋，2＋＋，3＋＋，5，6，1l，13＋＋＋＋＋＋，18，21＋，22＋＋十＋＋，24＋＋＋，  

28＋，32，33十，36＋＋，37，38＋＋，39，40＋，41十＋，42，44＋＋，45，46十  

我検挙 40  

我自己 13  

我イロ   2，15＋＋＋＋，20，27，35  

2．2．2．呼称   

中国語では親族関係・世代・地位・身分・性別等の人間関係により、呼  

称が決まってくる。したがって、ある人物によって特定の呼称が用いられ  

ることから、その人物の内面引用であることがわかることがある。  

伯和弟弟  13  

父来  15十＋＋，34，35，40  

老人家  4  

母慕  3，12，16＋，35，36   
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体  

少苓  

小娘  

自己  

13十＋   

27   

27   

31，39  

2．2．3．ダイクシス   

ダイクシス（指示詞）は、発話者を基準として調整されるので、作中人  

物の内面引用の指標となる。  

此  

此赴  

此地  

此番  

此刻  

此吋  

今年  

今日  

今天  

今天晩上  

今夜  

明夫  

邦  

邦般  

邦等  

那↑  

都吋  

邦吋候  

現在  

返  

送等  

速十  

法会  

迭件  

送里  

迂輌  

41，44  

15   

10，27，28  

39   

3，4，14，18，22，25，40  

8，12，14，15＋，26，35  

24   

4，6，23，24，36，41，46  

20，37  

14   

2，19  

15   

4，13＋，20，22，24，34，37  

23   

40   

20   

15   

6   

5   

3，4，1l，24，35，37，39，42  

2，19，40  

2，6，17，26，35，41，42＋，43  

2，13  

14，42  

27，30  

16   
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2．2．4．反吉吾   

反語は、話者の強い感情的色彩を表すもので、モダリティの代表的なも  

のだといえる。  

何可  

何苦  

何倍  

何至  

或不至  

邦里  

岩不  

44   

35   

36   

37   

15   

15，45  

13  

己不是…… （ム） 3，15  

己可  

甚ゑ  

忠禁得  

忠能  

忠生  

2   

45   

4   

3，41  

4  

2．2．5．副詞   

発話者のモダリティを表す副詞は多数あり、どこまでをモダリティと認  

定するかの基準は必ずしも明確ではない。しかし、地の文と作中人物の内  

面引用とを区別することができるのは、以下のような多様な副詞の使用に  

よることは明らかである。  

署  29  

芸了  6，40  

必  38  

不辻…… 書了  38  

不兄……ム  13   
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不知  34  

不知且…… （了）景 16，29  

6，13＋＋，14＋，15＋十，19＋＋I23，24＋，30，33十十，35，40，  

46   

26，36  

24，27，35  

25  

22，3＄，39  

40   

15，39  

2，3  

13＋，15，40  

6  

3，5，6，18  

39   

35   

40   

36   

36   

22  

2，7，15，20，38，41  

2，20  

18，35  

15，16  

11，15，23，28  

41   

15  

不知  

不知可  

オ  

オ‥‥‥ 喝  

大約  

但不知  

但應  

倒  

到底  

倒也  

倒也貴了  

都是  

多只  

方オ  

更  

姑  

果然  

述  

述是  

好不  

好在  

或者  

或是  

究東  

就是……也芸了   15  

就是……也不知……  27  

13，30  

19＋   

4   

15   

41  

S，9，38   

可  

可曽  

況且  

料来  

莫不足  

莫非  
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碓道……ム  

堀  

偏是  

偏又  

偏又是  

且  

如此  

堆知  

是…… 的  

素性  

偶得  

偶便  

万一  

力甚ム  

ー定  

又  

又是  

有何  

有甚  

原来  

其是  

只伯  

只是  

只……又  

正  

正不知  

正是  

至此  

推定  

臥…… 亦是  

臥使  

息是  

左右  

8   

20，22，28，37，41  

6   

5＋，18  

18   

36   

16，41＋  

46   

42   

5   

15   

6，13，15  

4   

13   

10，21  

14，15，18，19＋，22，36，37，44  

5，1g，23  

27   

22   

20   

5，17  

24   

39   

45   

14   

33   

18，20，26，44  

39，41  

10   

15   

15   

39，42  

13   
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2．2．‘．感嘆詞   

作中人物の内面引用の冒頭に、感嘆詞が置かれて、それ以前の発話者と  

異なる声であることを示す例がある。  

曖  41  

咳  15  

3．おわりに   

Elly Hagenaarは、中国語の自由間接話法を論じて、言語学的標識より  

もむしろコンテクストに強く依存すると述べている＊5。本稿では、声由間  

接話法（あるいは自由直接話法）に限らず、作中人物の内面思考の引用例  

を抽出し、その言語形式を分析した。その結果、一人称代名詞・呼称・ダ  

イクシス・反語・モダリティの副詞・感嘆詞といった作中人物の発話に由  

来する要素を指摘した。こうした諸要素がコンテクストと一体となること  

によって、中国語の自由間接／直接話法は成立していると考えられる。   

本稿で分析対象とした『恨海』は、五四文学革命（1919）以前の白話文体  

による旧′ト説であった。事実、第一回冒頭における「情」についての講釈  

や、「且祈下回分解」で各回を閉じ、「却説」で次の回の語りを始めるとい  

った常套句の使用は、講釈師に扮した旧白話′ト説の語りを踏襲している。  

しかし同時に、本稿で見たように、作中人物の内面引用が頻繁に行われて  

おり、それが長大なシークエンスを形成したときには、自由直接話法の形  

式となって語りの地の文に作中人物の声を浸透させていた。このように  

『恨海』のテクストは、白話小説の語りの中に、現代小説の新たな要素を  

月杢胎しており、両者の文体を橋渡ししているのである。  

■5EllyHagenaar，“FreeIndirectSpeechinChinese”，inTheoA・J・M・Janssenand   

Wim van der Wurff ed．，Reported如eech：Forms and Func（ion q／the Verb   

（AmsterdamandPhiladelphia：JohnBenjaminsPublishingCompany，1996）．日   

本語訳：中里見敬訳「中国語における自由間接話法」（『言語科学』37，福岡：   

九州大学大学院言語文化研究院言語研究会，2002）。中国語訳：中里見敬澤   

「汲清中的自由間接引清」（同上）。   
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附録：呉新人『恨海』における内面引用の用例  

（凡例）   

『恨海』の引用は、呉組舗、端木奈良、時萌主編『中国近代文学大系』第 2  

集・第さ巻・小説集6（上海：上海書店，1991）および海風主編『呉研人全集』  

5（吟爾濱：北方文芸出版社，1998）により、両者の頁・行を順に記す。標点符  

号は両者に大きな違いがあるため、ここでは前者によった●6。引用を示す伝達  

部は⊂＝コでくくり、作中人物の内面における思考の引用である被伝達部には  

下線を付した。明らかに伝達部を欠いた自由直接話法の部分には太下線を付し  

た（15、20、22、29）＊7。また、作中人物の声であることを感じさせるモダリ  

ティには傍点を付した。  

ゑ？他叫我睡旦是好意，却不要因我不睡，  

強来相干，邦就不成塙了。区亘画他動軋“姉妹睡署！不要熱杯丁身  

子。明夫述要功身堀。”256．3；10．3  

2．棟準  ：我イ廿述是小吋候同辻頑笑，法会隔別五、六年不兄了，確  

得他迭等怜惜我，自己病述没有大好， 説伯我蒸杯，速了出去。他  

準↑病，是力回避琴在外面打陀勲出来的， 啓亭可再去累他？欲待  

叫吋，又羞干出口，欲待不叫，干心又不忍，便祐起来，軽軽把自民  

推了一推，叫道；“母某醒醍！〝 256．10；10．10  

3．棟筆述只低着共坐在坑沿上，自民催了凡次，方オ盆起腱到坑上和衣  
翁下，  ：我若是不睡，便達母宗也異待不能睡丁。只是迭嫌  

疑之除・今人十分確辻0偶是先成了寮再同走鱒申翠了，1岬被礼法  

所限，迂他的病体如何也不能京口同一声，倒累他体貼我起来。我若  

成婚的  

到達里  ，未免如苦在背，凡次要坐起釆，又伯  

累得伯和不安，只得勉強翁着。257．3；11．6  

●6おおまかな僚向として、北方文芸本は内面の思考に対しても引用符号を用い   
るが、大系本はセリフにのみ引用符号を使う。また、北方文芸本のほうが頻   

繁に句読点を切る。  

り 申丹が指構するような、中国語の従属節意識の弱さが原因で、被伝達部の第   

二節以降が自由間接／直接話法と同様の文体的効果を有する例については含   
めていない。   
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4．天オ責了，就坐起来，微野イ肖眼，往伯和那辺一望。只見他側着身子  
夙最易  睡了，把一床央被寓翻在半辺。   

侵人的，況且正対了邦破紙筍，万「再病起釆，琴身子冬草禁凰？要  

醍了不能  待代他孟好丁，又不好意思，待要叫醒母来，   

亘且。今甲涼情要功身的了・不多塵二会，帯革得在辛 上芳凰？持要  
叫醒伯和吋，又出口不得。思来想去，没有法子，只得軽軽下了地・  

哨哨的走辻来，軽抒玉手，把央被寓一拉，代他孟了。257・11；11・16  

5．返一句塙不打紫，却羞的棟年端面通虹，互透到耳根都熟了・達忙退  
成了札的  了几歩，坐到椅子上。   

茎阜準坪不上不下的・有許多嫌 疑，賽草今人推然。窄鱒各人自皇  

奔，丙不相見，不迂多一分惜i己，倒也薯了。僻，叫人  

，不知忠梓  牡赴要照皮革不能照庄・弄得人不知怒梓オ乱。  

一陣傍心，滴下洞来。257．21；11・26  

，嘩嘩当年不搬升了・一向不寧長月景象。鱒甲  6．棟準祈了，  

候年妃小，自然不憧得甚㈲  

，伯和  廻田一般・瀬。  

也翻身起未了，258．9；12．1l  

此吋由   7．伯和在辛上，留心看那往来的幸男，十分湘折，  

阜是避乱，卒有望法条路上来的・準準反投到且姫里去冬？蕃得‾十  

革人向向便好？忠奈未来往往的，留心看丁半天・息没有一十熱人，  

因何字天道：“他m那十往法条道上来的，是甚久恵思？”26l・19；15・17  

（伯和）到了次日，天色黎明便起来，到各赴去尋坊，同了凡家村店，  
去了，只待望南媛歩行去，心中十  非己姪往前面   都回説不知。  

分光皇，不知忠梓オ好，息不得一十主意。263．21；18・12  

9，行行去去，走到一介所在，透通的望見有一所高大房子，留心走近去  

心中暗暗攻  看吋，虜子那近侍着一串火事，邦辛共上述在那里胃畑，   

画‥卿？急急的望前而行・打仇‾片田上要越  
辻去。264．5；18．18  

自民、棟   的一定  10．只因他信了邦店小二的活，  
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所説，自然早己到了天津。干是一心一意，  

相見的了。匡司那小二是随喋乱塙的，265．10；19．27  

11．他  ：革彿照楼是「素人塵衆之所，御］  

后到，也可在那里相見0匪悌照楼掌枢的，兄他没有行李，不肯牧  

留。265．15；20．5  

12・棟学匡司・華甲学奉病了・不便走路，因向：“送呈是甚久地名？有店   

没有？天己不早丁，有店，我椚先下了店苦。”267．3；21．18  

13．棟準心中七上八下，  ♯g伯和  底不知  丁。他  

F・自然咳会尋来，但不窄被那些人堺得他到邦里去丁。他是一↑  

弓弔生，向釆不曽庚辻ヌ艮除，迂一番不知咋的忠ム拝了？病オ好了  

的人，不要再咋出一場病来。  忽又想起  ，自然没有雪力，  

鱒披人妨倒了・苧不要踏成肉瞥？   ，不覚柔豚寸断，那洞  

珠ノし渡波的滴下来・又恐伯被母来者兄・側轄身坐了，暗暗流掴。匡】  
名不跨在  宰楯上■9，  可以同在一  丁。旦那  

了下乗，但鉄泉鉄了，可就知道銀寺了，不風邪車夫蟄  追了上来冬？  

活。他是一十  

況誘，他自然  

了体了！個有   

：迭都是翠亭弓不好・姓赴避着嫌 疑，不肯和  

箪体涼人的・風琴避嫌・自然不肯来乗近。琴若肯  

也舞得和我説活，‡就役有事丁。伯和弟弟冴，迭是  

↑三捏帝短牒嫌  

疑丁・僻的丁。  

区画，那店家到「］口来，268．＄；22．25  

14．棟学  己黒了，他此吋不知  

睡在邦里，身辺的金敬，不要失落丁オ好，偶‡是失落丁，便不好了。  

， 他是一十文弱弔生，不要反力了邦些金散開出乱子来，此  

考卿。  

背。269．6；23．22  

，不党一陣障的汗流決  

15．棟準此吋，一灯相対，又夏万念交素。   

●8 北方文芸本は「想着」を「想道」に作る。  

●9 北方文芸本は「宰槍上」を「辛沿上Jに作る。   



－18－  

里？身子琴孝平安否？恨不能移即刻有十人代他通一介信 。区撃軍医  

可以相依・率干草敵失 畳ま星・噂嘩同在京里，到了事急吋， 。国  
匡重囲華在上準，野草知埴我母女 困在曙些。邦一寸芳心，便似錬炉  
般韓。  尚得伯和平  ，到了上海，他自  。那吋  

父乗知道我イロ相失，又不知窓梓着急了。咳！但應地平安到了上海，  

就是父来着急凡夫也署了，好在我イl、］也息有到上海的日子，我椚到了，  
父未自然不着急了。或者我甘］到了天津，先友↑亀根到上海，父乗自  

然放心了。  白和曽否到上海，只  到了天  

来，便知道了。  可奈母来病了，  

畠不是可以早知  

，巴不得当夜就到了天津。  

明夫料来不能上路，不知凡吋オ好？若得早到一天，  

道一天ム？  イ「］此吋定  白和臥イ  上海，則  

不辻在籍船上，未必就到，執友屯去向，亦是柾然。  

自己嘩了自己一口，心中又忽然一陣糊徐起釆，甚ム都不想，只看着  

那似豆的残灯，在那里出神。271．23；26．22  

16．棟準  ：母業病勢如此，眼見得不能起身的了。返輌享 子，要十四  
丙牧子一天，如何用得起？好在他昨天己蛭把辛伊井友了，不知且打  

友他走了貴。三、南天母来病好了，再作打算便了。   

27．26  

。273．2；  

17．棟準   ‥ 返↑入籍端撤赦，真是可審。又風邪店家及几十不相訳的  

人都姑在l’1口双看，匝姶他凡丙敬子原不要紫，但是銭財露眼，須防  

夕人起心，  因撤了岬十涜道  273．10；28．7  

18．棟学研了匝画：看他椚旦是多庄人家，倒是飢小童券辻来，夫妻相守   

着，永不分寓的，多少快活。我与他若是向不相切的倒也貴了，偏又   
堅肌′、同属、旦壁迂的▼ 叫人回想起′、吋候的二‾智＝一桁 ‾ 酢吋拉   

念着 。ヰヒ考岬牢畢今人感激得草不野草思説  

出来，偏又分散了，舎人好不達念。   

29．20  

，不覚出了神。274．22；  

19．棟学祈母来説好点了，自是放心。因力昨夜通宵不辣，党得倦了，便  
在自民身斉睡下，一心一意去  不知他今夜又碍在邦里？迭  

等乱寓之防，不知可普通了強暴，又不知可曽安舐天津？……邪心中  

忽書忽悲，説不尽的心事。27g．14；34．5   
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20．検挙順着所指赴望去，果然兄伯和跨了一柄辛楯＊6，笑容可掬的辻来。   

匡璽】：享里面卒有甚人，他卒畢跨着辛楯＊10 。回眼一看・翠華辛的   

牢畢出亭所用・今季早起回了他的郡↑辛夫，不党暗暗歌書道：“昼旦   

他代我イロ尋着的。”27S．22；34．16  

也一定是怪  21．棟準不党十分悲苦，   

此惜了我了。又不好意思辻干呼喚，貧者手相在邦里拭渦。279．4；34．20  

敬子ナ⊂単  邦字夫吋曽   又想起  

善了他。此 

貌想念他，夢見  

，不党如身負苦  

野草イ自和身上，不要那幸夫近在心里，出去通風，圏  

寓的吋候，有甚王法？果然如此，可是我害了他丁。  

他，自是常事，何以又看兄邦字夫堀？  

刺，万箭摸心，一陣降的冷汗出↑不住，不由得喝喝咽咽的突起来。  

是  是相肌地下，也   若是因此  

愈想愈債心  ，愈傍心愈突，把自民突醒了，279．13；35．4  

旦未成礼，  23．是夜，棟準用了伯和被祷，不党情板成痴，   

可知。迭一点痴  寧命，先用了他的裏枕・率考是他日同会之兆，也三  

念素在心上，不知不党，把一切愁苦，都暫吋去升，  

之后，如何恩愛，如何相敬。  

同遭迂退場患確，将来不和要生受他多少温存。  

得心痔確挟起釆，遂不党酎然睡去。284．3；39．14  

那一番痴想，  不知能如原以億否？偶能炭塵，我今日便多受  

落到何赴，我返里想念他，  

天瀬地之中，再受邦相思之  

些苦，也是情應的。只是苦了他，不  

他的想念我，只伯述要肩書。己軽到  

車搬  苦，不要把他貞子磨杯了？  忽又想起  小吋候，  辻《孟   

〟敏夫将降大任干是人也，必先苦其心志，芳其筋 骨，餓其体朕，空  
え具ぇ。”他今年オ十八歩，便遭丁琴流寓之苦，将来前程万里，正未  

，又夏十分自   可知，説不得天来妻貴，我側杖了他的福了。   

慰，玩摩着都会枕，柳当相見。284．19；40．10  

●10 北方文芸本は「辛槍」を「幸治」に作る。  
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坤卿不鱒可在天津・偶在都里，  25．口中是如此劫慰，  心里是   

便不瑚知道他的下落・す可以放心野？到了夜来，  

望見那液畑的所在，便交了一片火光。286．9；42．2  

26．説署，便坐近自民身辺，軽抒玉腕，代力撞腱，桓中只念考也盈‥姐   
果他述在天津・鱒申年草生死存亡的美共・不鱒可脱符丁寧↑碓？万   

分悲苦，却又塀不出来；対着母宗，又不敢突，邦眼洞只得向牡子里   

液。287．8；42．27  

… 翠イロ仇丑  27．棟準己写好了十凡張。李富領了，到岸上去貼，  

里功身・走了丙十多月，オ到曙埠，少筆革早来・申不和何吋方到．† 
卒早足↑熱岡城市・不比多庄ノし上・貼不上皿天・便被人家的招帖美  

住了，考呵用赴？但最小琴要如此か不敬有連・上去粘貼了，便自  

回船。2g9．6；44．24  

28．又辻丁丙天，喧偉又和田走了日期来攻紫竹林，四合我也要歌並了。  
；拳匪恨的是洋人，我只要寓了此地，到内地里去，或者可  

柳川】未了，肌何赴我琴平？不如径到西括大  

定了主意  ，就収拾辻  辛店里住下，他イ「］来吋，僻相見。  

行李。290．18；46．9  

29．伯和本是十枝机交的人，如何肯脆？然而看此情形，乱事正未有己吋，   

眼看得自民母女不能相見，不如且出了除再沸貴。干是回到虜里，祉   

辻一幅虹布，妾在共上，扮倣拳匪模梓，娩出店来，混在里面。291．5；  

46．20  

30∴迭一片火焼場的尽赴，却有一所房子，覿然独存。匡璽］‥ 寧畢不和可  

，便踏着瓦砺辻去。291．13；47．1  能管避？   

3l．忽然那l、1升了，伯和一内，鉄了迭去。里面四、五十人，都嘩然大叫  
，自己央上裏着紅布，所以他イn臥倣  起来，口中只叫使命。伯和   

皇旦，達忙把紅巾去了，向余人作揖道‥ 291・20；48・5  

32．路上述有珠多死人，血肉模糊，十分狼籍，  

出一生来，返是邦里説起的俵幸。正在低共鬼路，忽祈得背后一声叱   
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喝，回共看吋，只見一十洋兵，手軌洋稔。293．10；49．24  

33．伯和対此景象，也不免勾起心事来。  

，也自凄然不凍。  ，不知流落   

一↑大涜，被我読了八口大皮籍，正不知箱中是何貴重之物。僻  

，又不覚暗暗快活起来。  是金敬宝只，：迭一注財，也友得不小。  

296．7；52．18   

34．翻逓了各箱笈，授剖起来，只剰了十来両眼子，  逸去。  盟盈  

安粛具没有季匪，那具官李灼然是父‡莱同年梼下知具，向来相得，不  

，便升友了老嫡子，奔了一切家具，把所有字  投奔他去。   

面衣服之英，都送到米市胡同南海会稽中寄放。299．12；55．20  

天林地之中，  35．不党心中又多了一屈伏疑珪念，   

而去？多只力舛愛女ノL，オ胃迭↑除。我椚路上，又不曽相通，此吋  

不知在邦里，好不今人担伏。眼看着母莱的病，一天 重似一天，姪辻   

凡十医生，都税是十分麻手。可怜返一寸芳心，又是伏母，又是念父，  

又是怯夫，姪了迂三和折磨，加之金珠将尽，又多一房心焦，漸漸的  

也黄痩丁。302．7；58．21  

36．白氏的病，愈加抗重，寛至一天昏牽丙、三次，咋得棟準晩阿也不敢  

的，不知可  

裔？眼見得渚医束手，舎此之外，更天他法。姑勿同異与不具，我且  

倣「次看。匡司等到夜静吋，焚香告天，．求母病早愈，  暗祷祝  

〟鼻説身体●友朕，受干父母，不敢毀債，然而我今日力母病起見，説  

不得犯一次不孝・以起母病。如異学華因此得愈・情應再領此不孝之  

星。”匝司・担下左膏，用口在膏上境着一塊肉・提将起来・右手軍起  
井州快努，〟爬”的一声，努下一決肉釆，302．13；59．1  

37．便党得身体忽然軽如敗叶，被凧吹起，訊訊蕩蕩的，好不快活，把一   

切悲痛都忘了。圃逃碓的吋候・郡身子能像今季草野軽釈，能御夙  

而行，又何至在路上耽掬。  ，忽祈得透通的有人叫：‘‘小娘，  

小娘，快回来翼！，，邦声音細得洗如耳喝一般。  

邦声音叫十不住，愈叫愈近，慢慢的叫到耳近来。仔細一祈，正是雇  

用的老嫡子王婦的声音。303．21；60．9   
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非是古人  我？但是  割腹也不能抒，  38．棟隼仇旧哀哀巽泣，  

的説塙，何以相侍了若干年，二榔吹，不  

，又痛恨自己不滅心。304．12；60．26  辻我心不滅署了。   

39．棟単独自一十暗暗垂洞・圏＊11他力何一旦顛倒寧坤・早畢所交非人所   
致，但鱒準季寺着他・等父某助成得他醍倍丁便鮎．．．茶事年哲男子・   

在外朝岡，都是不免的，他寓了父母，売人管東湖余的吋  

喋，返也堆怪，早畢太把身子糟損了。想来想去・  

す己‡不咳迂干衿持，叫他不肯同坐一事，以致失散，準郵畢草書 出来  

，便享指甲白描起来。307．23；64．15  想越是追悼   的。  

怒，此  し，方オ邦等   兼到底痔  40．棟準  

吐投了。寧説的塙，千依百順，不年率鱒竿何等椙彗，投了琴守父＿畢・  

鱒不鱒終翠之身，如何根答軍了。又因伯和到了・肯住在家里戒畑，  

應相倍了。  凋理好   也戒畑之后，  心中又是一暢，旦夕  

309．12；66．1  

41．棟学説牙了共，正要往下説去，不堤防被他突然軽了返一句，不党頓  

：他仇前惰性，甚是温和，何以一変至此？  住了口，   

画；‘‘戒不拝也不要紫・不辻家父長灰的是迭↑。貨弟臥不肯俣戒・何  

妨暫戒凡十月，好址家父歌書歌書。将来我椚成辻札之后，任党吃多  

少，我再也不敏捏阻。”伯和遭；“就是我老子夏生，我迂丙口畑是性  

命，不能戒的。我此刻一貧如洗，幸甚ム成礼？我是打算定了，倣得  

好便好，不好，我便当和尚去！”棟準折了，不党樗然，  

準↑祥子了？正要寺請往下説吋，有人在外面叩rl。Y共牙Trl，却  

是他父兼帯着彰伴逸来看病，達忙仇后面n口回避到楼上去了。匝画；  
天下没有不能感格的人，他今日何以寧準，兄丁寧只管淡然準然？琴  

不草翠心寧有不滅之赴，以致申鱒？琴孝翠不善河合・説他不功？撃！  

，不禁又朴歓歎的液下洞来。  怒能移剖了此心，姶他一看唄？   

311．15；68．3   

42．鶴手折了，点共不漕，良久乃道：“如此，我便去寺他釆使丁。”説貴，   

径自出来・匡璽］：革準↑舞慧女ル可情緒配丁寧↑混雑東西・早革  

■11北方文芸本は、「暗暗垂洞，暗想」に作る。   
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当日自己軽干然諾所至。看了率件事，琴早汀婚姻，華干不得 

，便順着脚歩，去三男路畑憺里坊卜弔堵，向伯和下落。313．18；  面想着  

70．16   

43．棟準叫来人先把対辻的板舗卸下，安上様橘。一回決着兄真上放着－  

，便叫来人去把店里待客  副残破的碑片畑具，  

的一副畑具取来暫用。316．17；73．10   

‥“革己姪  44．伯和対着棟準鍍然一笑，棟年不党把股一紅。   

立志来此侍奉洛萄，得他一笑 ，正見得他心中秋喜，我何可又作蓋怯  

之志，使他不安？大凡有病之人・只要心中労咳・病自易好的・翠 

博得他野暢，中華琴的取分。”匡軍】・素性也対着伯和好眉一笑・伏侍  

睡下。317．2；73．19  

‥ 只我便是女婿，他又招甚ゑ女婿？井且熱喪里面，那里有  45．仲苛  

招女婿之理？元奈何丁凡家，都如此説，只得快快回到上海，321．12；  

77．20  

46．仲萄更是不凍，  ；我数年来，守身如玉，満堂今日成就丁婚姻，  

堆如来近丁，我的表妹不知迂徒到那里去了。旧芸事兄他終日隔拐，   

不免役法代他解隔。321．17；77．26   
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